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1 

 

はじめに                        

館長 重信幸彦 

 

２０２４年度を振り返って、この一年のキーワードをあげるなら「連携」と「拠点化」というこ

とになるでしょう。 

まず、春から秋にかけての二つの企画展は、大変に好評でしたが、いずれも単に当館の収蔵

資料のみで展示を構築するのではなく、外部の施設との「連携」をとおして具体化しました。 

春期企画展「戦場からのことば ―軍事郵便・遺書―」は、鹿児島県南九州市の知覧特攻平

和会館の御協力をあおぎ、同会館所蔵の福岡県出身の特攻兵の遺書約４０点のパネルをお借

りし、当館所蔵の資料を合わせて展示を構築しました。そしてご協力下さった知覧特攻平和会

館の学芸員・羽場恵理子氏をお迎えし、当館の企画展担当学芸員と共同で講演とセッションを

実施しました。 

そして夏期企画展「八月九日を忘れるな！ ―小倉と原爆“if
も しも

”の歴史―」では、旧長崎医科

大学（現長崎大学医学部）で被爆死した小倉出身の学生に焦点をあてた展示をつくり上げる

とともに、長崎平和推進協会（長崎市）の御協力を得て、長崎に投下された原爆の写真パネル

をお借りし、当館の多目的ホールで展示するとともに、八幡西生涯学習総合センター前のマー

メイド広場等にも出張展示を実施しました。 

また、八幡西生涯学習総合センターで長崎平和推進協会写真資料調査部会長・松田斉氏の

講演会を行い、当館多目的ホールで、長崎の被爆の実相を写した記録写真に関するギャラリ

ートークを実施しました。記録写真の解読をめぐる松田氏の御話は、来場者だけでなく、当館

スタッフにとっても新たな学びがあり刺激的でした。 

こうした「連携」による展示構築は、テーマの共有から史資料の選定まで、実は手間がかか

り、担当学芸員の苦労は多くなります。しかしそれ以上に、それぞれの施設や団体が持つ蓄積

と関わることで、平和のまちミュージアムの新たな可能性が拡がります。私たちのミュージア

ムは、多様な施設とのつながりをつくり育てて、そうした関係性のなかで、初めて盤石な根を

張っていくことができると考えています。それが、今、私たちがすすめている「拠点化」におい

ても、大きな力を発揮すると信じています。 

２０２４年度はこの「拠点化」についても、一つの事業をスタートさせました。当館が実施して

いる「青少年ピースフォーラム派遣事業」参加者などからメンバーを募り、平和への実践を担

う次世代を育成するために、「北九州市ピースフィールドクラブ」を立ち上げました。メンバー

は中学から３０歳までのユース世代で、ミュージアムを拠点として活動しています。 

名称のなかの「フィールド」という言葉には、あらかじめあつらえられた場ではなく、メンバ

ーがそれぞれ問題意識を持って、自ら動き、そして他者と関わり、語り合うなかで、初めてか

たちになる「現場」という意味を込めました。ですから北九州市ピースフィールドクラブの拠点

は平和のまちミュージアムですが、そのフィールドはどんどん拡がっていくことでしょう。私た

ちはこの集団を、決してただのボランティア団体とは考えていません。今はまだ、当館のスタ

ッフが活動のサポートをすることもありますが、今に、この北九州市ピースフィールドクラブが、

当館の、そして北九州市の平和への学びの実践をけん引してくれるようになることを、願って

います。 

その時、文字通り、平和のまちミュージアムは、「拠点」としての可能性を強固にしていくに

違いありません。  

 

 


